
◎ ＰＣＢ廃棄物の処理状況について（操業開始～平成25年9月30日）

◎ 大阪PCB廃棄物処理事業監視部会の開催について

◎ 緊急時対応訓練の実施について
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※処理実績（登録台数比率）  廃棄物個体完了ベース 処理状況 

対象物 近畿２府４県 大阪市 

トランス類 ２，００６台（６２％） ９９６台（７６％） 

コンデンサ類 ４１，８００台（６２％） １１，１２５台（８９％） 

ＰＣＢ油類 ８４５本（５２％） ４０８本（８３％） 

    ※大型のＰＣＢ廃棄物は分割前の台数、また、登録台数は平成２５年３月３１日現在の台数で集計しています。

９月２７日、大阪PCB廃棄物処理事業監視部会が此花会館

において開催されました。

今年度からは、主催が大阪市から近畿ブロック産業廃棄物

処理対策推進協議会（構成：近畿２府４県１３政令市)となり

ました。

弊社から「大阪PCB廃棄物処理事業の進捗」について説明

を行い、有識者の方々からPCB廃棄物及び運転廃棄物の処理

の見通しや作業環境の改善、労働災害などについて専門的な

意見、アドバイスをいただきました。

今年度は「小規模火災」を訓練テーマとして毎月1回実施しています。7月25日と8月28日には解体

グループ、また９月２６日には分析グループが訓練を行いました。現場の担当者が火災を発見し、上司

への連絡と同時に付近の作業者に応援を求め、複数の人員による初期消火の実施と消防への通報を模擬

で行いました。また中央制御室では、現場から送られてくる火災の情報をホワイトボードに迅速に記載

し状況を把握しました。このようにグループ毎の訓練を毎月行うことで緊急時に的確に対処出来るよう

に努めています。

次に、大阪市から「環境モニタリング調査結果」についての報告がありました。また、環境省からは

「PCB廃棄物の処理推進策の検討、処理期限の見直し」の報告の中で、地域間移動の検討に関する説

明がありました。有識者からは、環境省の処理基本計画変更時期についての質疑や広域移動でのリスク

コミュニケーションを求める意見がありました。



◎ 安全教育の実施について

◎ 施設見学の状況について

当施設への見学者は、操業開始以降、平成２５年９月３０日現在で9,018名（1,214団体）となっ

ています。平成２５年７月から９月の見学者数は、発電設備関係企業の方が研修のために見学されたの

をはじめ、企業･自治体の方々等計８０名（２２団体）でした。

「熱中症予防」の教育

７月の安全教育では、8月から実施される定期点検に係る各設備の分解点検、検査・工事のスケ

ジュールを説明しました。また、毎年7月には熱中症予防の教育を行っていますが、今年は外部から講

師を招き、JESCO、運転会社、及び定期点検・工事を実施する企業の責任者・安全担当者が教育を受

けました。

８月の教育では、6月30日に発生した労働災害の再発防止策として、「仕事の基本」について、5Ｓ

（整理、整頓、清掃、清潔、躾）の必要性、ＫＹ（危険予知）活動、ヒヤリハット活動、三現主義（現

場、現物、現象）、事故・災害の起こる仕組みなどの教育を行いました。

９月の教育では、「安全・確実な運転」に関し、安全を維持するための必要事項について教育しまし

た。

「仕事の基本」の教育
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